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釧路丹頂農協青年部通常総会 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶１
釧路丹頂農協女性部通常総会 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶２
釧路丹頂農協乳牛改良同志会定期総会

　釧路丹頂農協酪農振興会通常総会 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶３
チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウム ̶̶̶̶̶̶４
普及センターだより ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶５
 理事会報告 / 生乳生産実績 / 家畜販売市況情報 
辞令発令 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶６
 東日本大地震に対する支援募金実施 
新人紹介 / 退職者挨拶 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶７

青年部新役員決定！！

チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウム

後列左から、工藤宏昌、石黒隆行、冨坂隆志、佐藤幸一
前列左から、瀬戸賢成、菱沼和也、高橋智久
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ＪＡ青年組織綱領を朗唱 議長：藤原雅敏さん（鶴居支部）

三
月
二
十
四
日
、
幌
呂
支
所
に

お
い
て
第
五
回
釧
路
丹
頂
農
協
青

年
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

催
に
あ
た
り
、
部
員
ほ
か
出

席
者
三
十
五
名
全
員
に
よ
り
Ｊ
Ａ

青
年
組
織
綱
領
を
朗
唱
し
、
斉
藤

和
弘
部
長
か
ら
は
、
「
口
蹄
疫
の

発
生
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
、
激
動

の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

と
も
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
な
ど
を
、

女
性
部
と
協
力
し
な
が
ら
意
欲
的

に
行
な
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
鶴
居
支
部
の
藤
原

雅
敏
さ
ん
に
よ
り
議
事
が
進
行
さ

れ
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
、
平
成
二
十
三

年
度
事
業
計
画
、
役
員
選
任
な
ど

に
つ
い
て
議
案
は
全
件
承
認
さ
れ
、

総
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

青年部新役員
部　長 菱 沼 和 也 鶴居
副部長 高 橋 智 久 鶴居
〃 瀬 戸 賢 成 音白
理　事 佐 藤 幸 一 鶴居
〃 工 藤 宏 昌 音白
〃 石 黒 隆 行 音白
監　事 冨 坂 隆 志 鶴居
〃 菅 原 善 伸 音白

挨拶を述べる斉藤和弘部長（写真中央）

カメラ

アングル釧路丹頂農協青年部通常総会開催
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釧路丹頂農協女性部通常総会 開催

ＪＡ女性組織綱領を朗唱 議長：菊池英子さん（鶴居支部）

女性部新役員
部　長 峯 田 弘 子 白糠
副部長 斉 藤 弘 子 鶴居
〃 吉 田 鈴 子 幌呂
〃 成 田 洋 子 音別

理　事 松下いち子 鶴居
〃 武 藤 和 江 幌呂
〃 細 野 利 奈 幌呂
〃 渋 谷 幸 子 白糠
〃 村 上 明 子 音別
〃 菅 原 晴 美 音別

監　事 長 尾 信 子 鶴居
〃 對木美由紀 白糠

女性部新役員　 後列左から、 細野利奈、村上明子、渋谷幸子、松下いち子 
長尾信子、對木美由紀、武藤和江

　　　　　　　前列左から、斉藤弘子、峯田弘子、吉田鈴子、成田洋子

三
月
十
七
日
、
本
所
に
お
い
て

第
五
回
釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
部
員
ほ
か
出
席
者
二

十
九
名
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織

綱
領
を
朗
唱
し
、
峯
田
弘
子
部
長

か
ら
は
「
今
後
も
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
女
性
部
交
流

を
続
け
て
い
く
と
同
時
に
、
一
人

で
も
多
く
の
消
費
者
の
方
々
に
、

牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

消
費
拡
大
運
動
を
続
け
て
い
き
た

い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
鶴
居
支
部
の
菊
池

栄
子
さ
ん
が
務
め
、
平
成
二
十
二

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
、
役

員
選
任
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
案
は
全
件
承
認
さ
れ
総
会
は
盛

会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
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釧路丹頂農協乳牛改良同志会 定期総会開催

釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会開催
四
月
八
日
、
幌
呂
支
所
に
お
い
て
第
六
回
釧
路
丹
頂
農
協

酪
農
振
興
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
居
、
幌
呂
、
白
糠
、
音
別
の
四
支
部
か
ら
代
議
員
十
五

名
が
出
席
し
、
議
長
に
鶴
居
支
部
の
合
田
徳
三
さ
ん
が
選
任

さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
三
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
に

つ
い
て
、
会
費
の
賦
課
及

び
徴
収
方
法
、
規
約
の
一

部
改
正
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
、
議
案
は
全
件
提
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

挨拶をする竹中憲之会長

三
月
二
十
四
日
、
幌
呂
支
所
に
お
い
て
第
五
回
釧
路
丹
頂

農
協
乳
牛
改
良
同
志
会
（
瀧
澤
一
成
会
長
）
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

乳
牛
改
良
同
志
会
鶴
居
支
部
及
び
乳
牛
改
良
同
志
会
西
部

支
部
か
ら
十
九
名
の
会
員
が
出
席
し
、
議
長
に
鶴
居
支
部
の

吉
田
晃
博
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
、
会
費
の
賦
課
及
び
徴

収
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
、
議
案
は
全
件
提
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議長：吉田晃博さん（鶴居支部）
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三
月
十
八
日
、
釧
路
全
日
空
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
酪
農
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
管
内
の
酪
農
家

や
各
関
係
機
関
か
ら
約
百
七
十
名
が
参
加
し
、

当
Ｊ
Ａ
か
ら
組
合
員
・
職
員
合
わ
せ
て
二
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
根

釧
農
業
試
験
場
地
域
技
術
グ
ル
ー
プ
研
究
員

三
宅
俊
輔
氏
か
ら
研
究
報
告
と
し
て
「
牛
乳
生

産
費
の
実
態
か
ら
草
地
型
酪
農
経
営
を
展
望
す

る
」
と
題
し
、
牛
乳
生
産
費
の
実
態
及
び
経
営

タ
イ
プ
ご
と
の
課
題
、
ま
た
自
分
の
農
場
の
生

産
費
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
重
要
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
大
妻
女
子
大
学　
社
会
情
報
学

部　
教
授　
田
代
洋
一
氏
よ
り
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日

本
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
？
」
と
題
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
は
何
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
日
本
は
ど
こ
へ
向
か

お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
食
品
産
業
、
酪
農
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
大
変

意
義
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
は
、
①
乳
量
９

千
㎏
／
頭
以
上
②
牧
草
４
千
㎏
／
10a
以
上
③
牛
乳

生
産
コ
ス
ト
60
円
㎏
／
以
下
を
目
標
に
酪
農
経
営

の
効
率
化
を
目
指
し
、
管
内
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
運
動
で
す
。

チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウム 開催

出席者の様子 「ＴＰＰで日本はどこに向かうのか？」田代洋一氏

「牛乳生産費の実態から草地型酪農経営を展望する」三宅俊輔氏
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

離
乳
は
子
牛
が
反
芻
動
物
へ
切
り
替

わ
る
重
要
な
時
期
で
す
。
子
牛
の
健
康

や
発
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
ス
ト

レ
ス
を
与
え
ず
離
乳
で
き
る
よ
う
に
、

準
備
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
ル
ー
メ
ン
を
早
く
発
達
さ
せ
る

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
牛
の
胃
は
そ

の
七
割
が
第
四
胃
で
す
。
第
一
胃
は
ま

だ
非
常
に
小
さ
く
、
ル
ー
メ
ン
機
能
は

不
十
分
で
す
。（
図
１
）
ル
ー
メ
ン
機

能
を
発
達
さ
せ
る
に
は
、
固
形
飼
料
の

人
工
乳
（
ス
タ
ー
タ
ー
）
を
早
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
人
工
乳
の
馴
ら
し
給
与

人
工
乳
は
、
出
生
後
二
日
目
に
ひ
と

つ
か
み
程
度
（
五
〇
〜
一
〇
〇
ｇ
）
を

直
接
口
に
入
れ
て
味
を
覚
え
さ
せ
ま
す
。

数
日
で
自
分
で
た
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。②

自
由
採
食

人
工
乳
は
容
器
に
一
日
分
を
入
れ
て

自
由
に
食
べ
さ
せ
る
よ
う
に
入
れ
ま
す
。

水
や
よ
だ
れ
で
汚
れ
る
と
腐
敗
し
や
す

い
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
食
い
込

み
状
況
を
よ
く
観
察
し
て
給
与
量
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

③
水
の
給
与

哺
育
中
で
あ
っ
て
も
水
は
と
て
も
大

事
で
す
。
衛
生
的
な
水
を
、
い
つ
で
も

飲
め
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
飲
ん
だ
水
が
第
四
胃
に
流
入

し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
哺
乳

後
三
〇
分
程
度
経
過
し
て
か
ら
水
を
飲

め
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
離
乳

離
乳
の
目
安
は
、
人
工
乳
を
一
日
一

㎏
以
上
、
三
日
間
連
続
し
て
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
で
す
。
ル
ー
メ
ン

が
正
常
に
発
達
す
れ
ば
四
〇
〜
五
〇
日

で
離
乳
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◎
離
乳
方
法

離
乳
に
は
、
一
気
に
遮
断
す
る
一
発

離
乳
と
、
哺
乳
量
を
減
ら
し
て
数
日
か

け
て
段
階
的
に
離
乳
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。

・ 

一
発
離
乳
は
手
間
が
か
か
ら
ず
離
乳

後
の
人
工
乳
の
食
い
込
み
が
一
気
に

高
ま
り
ま
す
。

・ 

段
階
的
に
離
乳
す
る
方
法
は
、
牛
の

状
態
を
見
な
が
ら
離
乳
で
き
下
痢
や

鼓
腸
症
の
低
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

◎
離
乳
後
の
管
理

離
乳
後
は
、
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
な
ど
個

体
管
理
か
ら
群
管
理
に
移
行
す
る
時
期

で
す
。

移
行
時
の
ス
ト
レ
ス
発
生
防
止
の
た

め
、
離
乳
と
移
行
は
同
時
に
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

移
行
時
は
、
一
挙
に
他
の
育
成
牛
と

同
居
さ
せ
な
い

・ 

体
高
・
体
重
の
揃
っ
た
子
牛
を
、
二

〜
三
頭
ず
つ
群
で
段
階
的
に
馴
ら
し
、

広
い
施
設
に
一
緒
に
移
行
す
る
。

移
行
先
の
施
設
に
は
、
食
い
負
け
し

な
い
餌
槽
、
衛
生
的
給
水
施
設
・
休
息

場
づ
く
り
へ
も
配
慮
し
、
発
育
停
滞
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

子
牛
の
育
成

離
乳
時
の
飼
養
管
理

人工乳に馴れてきたら水と一緒に常設

衛生的な給水・飼料場の確保

釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所

図１　成長に伴う牛の胃の変化
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辞 令 発 令
平成 23 年４月１日付
氏　名 新 所 属 旧 所 属
佐藤はるみ 管理部付　㈱ジェイエーコムズ出向 営農部　家畜改良課　家畜改良係
佃　　政紀 白糠支所　家畜改良課　家畜改良係（新採用）

理　事　会　報　告
３月定例理事会

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期（決算）監査報告について
４．内部審査の結果について
５．２月末（決算）財務状況について
６．自己査定結果について
７．事業の実施処理状況について
８．経営定期点検の実施結果について

付議事項 
議案第１号　 平成22年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、

剰余金処分案および注記表の承認について
議案第２号　平成23年度事業計画の設定について
議案第３号　平成23年度諸利率・料率の設定について
議案第４号　貸付金の利率の最高限度について

議案第５号　 第５回通常総会の招集および提出議案について
議案第６号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第７号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第８号　理事に対する資金の貸付について
議案第９号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第10号　 大口信用供与先等に対する融資の承認について
議案第11号　 平成23年度コンプライアンス・プログラムの

設定について
議案第12号　 「重要な運用方針」及び「リスク管理方針」

の制定について
議案第13号　余裕金預入金融機関の決定について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．春季地区別懇談会の開催について
２．建設委員会の設置について 

平成23年3月29日㈫

■平成22年度　生乳生産実績（３月）
月計乳量（kg） ３月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,616,867.1 96.9 101,065,073.6 97.9
（ 鶴 居 地 区 ） 2,762,767.4 94.4 33,009,176.5 97.1
（ 幌 呂 地 区 ） 2,346,345.3 97.6 27,313,259.7 99.1
（ 白 糠 地 区 ） 2,080,750.5 97.7 24,043,491.8 98.8
（ 音 別 地 区 ） 1,427,003.9 99.7 16,699,145.6 96.5
管 内 計 45,558,146.9 99.7 535,197,017.5 99.5
（前年度管内計） 45,695,722.9 537,625,054.2

家畜販売市況情報 
乳　牛  23年4月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２９０　　　～　　　２１０
初　　　　妊 ５９０～５５０ ５５０～５１０

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３７０　　　～　　　３２０
４ 産 ～ ５ 産 ３２０　　　～　　　２７０

初生とく  23年4月11日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価
６１kg～７０kg 都度協議
４５kg～６０kg 1 , 1 0 0 円/kg
４０kg～４４kg 1 , 0 0 0 円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 23年3月15日音更市場 （価格：円・体重：㎏）
畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価
肉
素

メス 594頭 602,700 97,650 377,176 286 1,318 
去勢 820頭 627,900 131,250 470,552 301 1,562 

（提供／ホクレン帯広支所）
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

東日本大地震により被災された皆様へ
　この度の巨大地震及び大津波により亡くなられた多くの方々のご冥福を
心よりお祈り致します。
　また、被害にあわれましたみなさまに、心よりお見舞い申し上げますと
ともに、被災地の一日も早い復旧と復興を心よりご祈念申し上げます。

釧路丹頂農業協同組合
代表理事組合長　瀧 澤 義 一

他役職員一同

　本震災に対し、北海道ＪＡグループ全体で被災地及び道内漁業者、漁業団体への募金
活動等を行ない、ＪＡくしろ丹頂の募金額合計は 1,278,133円（４月22日現在）となり
ました。組合員及び役職員の皆様方から多大なるご支援を頂き誠にありがとうごさいま
した。
　今後とも皆様方のご協力をよろしくお願い申し上げます。

大変お世話になりました。

佐 藤 　 勇
購買部燃料課　鶴居給油所調査役

この度、平成23年３月31日をもって釧路丹頂農協を定年退職致しました。振り
返りますと、平成６年に旧鶴居村農協に入組し、購買部生活課、燃料課と務めさ
せて頂き、組合員および地域の皆様、役職員、関係機関の皆様方には永きにわた
りお世話になり、大変ありがとうございました。無事に務める事が出来ましたの
は、ひとえに皆様方のおかげと深く感謝いたしております。
今後とも皆様には何かとお世話になることがあると思いますが、今迄同様ご指

導ご鞭撻のほどお願い申し上げまして、お礼の挨拶とさせて頂きます。長い間お
世話になり、誠にありがとうございました。
（本職員は、引き続き鶴居給油所に準職員として勤務しています。）

□ ３月18日の酪農シンポジウムでは、三宅氏及び田代氏の貴重な講演を聞くことが出来、
日本の在り方、農業の在り方が今迄以上に問われていると感じさせられました。

□ 東日本大地震から一ヶ月が過ぎ、現地の農協では、放射性物質への対応に追われ、酪
農家の愕然とする現状をニュースなどで知り、今自分に出来ることは何かを考えさせ
られます。「この地域から酪農が消えることのないよう努力していく。」という現地組
合長の言葉が心に響きました。

新 入 職 員 の 紹 介

■所属部署／白糠支所 家畜改良課 家畜改良係
■年　　齢／19歳
■出 身 地／紋別郡興部町
■  出 身 校／ 興部高等学校（平成22年卒）

ホクレン畜産技術研究所（平成23年終了）

　佃
つくだ

　　政
まさ

　紀
き

■趣　　味／スポーツ（サッカー、野球）
■組合員の皆さんへ一言
　　 元気良く頑張っていきますので、よろしく

お願いします。


